
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－６７ 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

183第一 化基 183-902 高等学校 改訂 新化学基礎 

 

１．編修の基本方針 

本書は、教育基本法第 2条に示す教育の目標を達成するために、下記のような基本方針に基づいて編修し

た。 

①化学が日常生活や社会と深く関わっていることを多数示し、日常生活との関連を図りながら、物質と

その変化への関心を高めることができるようにした。また、化学が環境への配慮や、健康で安全な生

活を送る上で欠かせないものであることなど、化学の果たす役割を実感できるようにした。 

②見通しをもって観察や実験を行うことを通して、科学的に探究する資質・能力を育むことができるよ

うにした。また、自ら課題を設定したり、実験を計画したりするなど、探究の一連の活動を通して、

主体的に探究しようとする態度を養えるようにした。 

③化学の基本的な概念や原理・法則をただ覚えるのではなく、実験や探究を通して自ら考えることで、

科学的な見方や考え方を養えるようにした。 

④中学校の学習事項との関連を重視し、学習内容の理解の定着が図れるよう、適宜、中学校の復習の内

容を取り上げた。 

⑤実験には、必要に応じて注意事項を添え、また、必要に応じて自由に視聴できる動画を用意すること

で、安全かつ正確に実施できるよう配慮した。 

 

 

２．対照表 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

 

序章 

化学と人間生活 

・化学の役割とその重要性を示し、また、化学を学ぶことの意

味を説いた(第 1 号・第 3 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

・わが国が、世界各国とともに最先端の科学技術の研究に貢献

していることを紹介した(第 5 号)。 

p.8-13 

 

p.14-17 

 

前見返し裏③ 

 

第１章・第１節 

物質とその構成要素 

・節のトビラには、節の概要を示し、見通しをもって学習でき

るようにした。また、節の学習のきっかけとなる問いかけを

写真とともに示し、主体的に学習することができるようにし

た(第 1 号)。 

・人間生活と化学が深く関連していることを、実例を挙げなが

ら具体的に扱った(第 2 号)。 

・自然界にある放射性同位体を取り上げ、放射性同位体への適

切な理解を促し、生命と自然を大切にすることへの関心が高

まるよう配慮した(第 4 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

p.18-19 

 

 

 

p.22、25 

 

p.37 

 

 

p.25、 28、 30、

33 

 

 

第１章・第２節 

化学結合 

・節のトビラには、節の概要を示し、見通しをもって学習でき

るようにした。また、節の学習のきっかけとなる問いかけを

写真とともに示し、主体的に学習することができるようにし

p.48-49 

 

 



た(第 1 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

・人間生活と化学が深く関連していることを、実例を挙げなが

ら具体的に扱った(第 2 号)。 

 

p.56、63、70 

 

p.57 、 66-67 、

69、72-73 

 

第２章・第１節 

物質量と化学反応式 

・節のトビラには、節の概要を示し、見通しをもって学習でき

るようにした。また、節の学習のきっかけとなる問いかけを

写真とともに示し、主体的に学習することができるようにし

た(第 1 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

p.82-83 

 

 

 

p.92、102 

 

 

第２章・第２節 

酸と塩基の反応 

・節のトビラには、節の概要を示し、見通しをもって学習でき

るようにした。また、節の学習のきっかけとなる問いかけを

写真とともに示し、主体的に学習することができるようにし

た(第 1 号)。 

・人間生活と化学が深く関連していることを、実例を挙げなが

ら具体的に扱った(第 2 号)。 

・環境保全と化学との関わりを示し、生命と自然を大切にする

ことへの関心が高まるよう配慮した(第 4 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

p.114-115 

 

 

 

p.123、127 

 

p.125 

 

p.118、128、 

132-133 

 

第２章・第３節 

酸化還元反応 

・節のトビラには、節の概要を示し、見通しをもって学習でき

るようにした。また、節の学習のきっかけとなる問いかけを

写真とともに示し、主体的に学習することができるようにし

た(第 1 号)。 

・人間生活と化学が深く関連していることを、実例を挙げなが

ら具体的に扱った(第 2 号)。 

・実験を通して、科学的に探究する資質・能力を育み、また、

自ら考える態度を養えるようにした(第 1 号)。 

p.140-141 

 

 

 

p.151、155 

 

p.152、159 

終章 

化学が拓く世界 

 

・生活を支えるさまざまな科学技術の具体的な事例を示し、持

続可能な社会をつくるために化学が果たす役割を考えたり、

環境保全に対する意識を高めたりできるようにした(第 1号・

第 4 号)。 

・人間生活と化学が深く関連していることを、実例を挙げなが

ら具体的に扱った(第 2 号)。 

 

p.168-177 

 

 

 

p.168-177 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・各項目を見開き２ページで展開し、基礎的・基本的事項の習得を重視しながら、補足説明を加える囲み記

事を数多く設けることで、生徒の学習段階に応じた柔軟な指導展開ができるよう構成した。 

・学習活動を促す「TRY」を適宜設け、自ら考えるとともに、生徒どうしが話し合ったり、意見を交換した

りする中で、他者の意見を尊重する態度を養えるようにした。 

・生徒がつまずきやすい事項には、生徒の理解を助ける特集ページを盛り込み、基礎・基本の定着が図れる

ようにした。 

・抽象的な概念などの生徒がイメージしにくい事項には、イラストを設け、生徒の理解に役立てられるよ

うにした。  



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－６７ 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

183第一 化基 183-902 高等学校 改訂 新化学基礎 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①基礎的・基本的な学習事項を重視し、どの学習段階の生徒にも無理なく読み進めることができるように、

平易な言葉でわかりやすく記述した。 

②基礎から応用まで、段階的に学習できる展開とした。 

・中学校の学習内容を踏まえながら、必要に応じて復習も行い、段階的に学習できる展開とした。 

・各学習項目には、必要に応じて問を設け、それまでの学習内容の理解度を確認できるようにした。 

・学習を進めるうえで特にポイントとなる元素の周期表や化学結合のまとめ、物質量、化学反応式などに

は、特集を設け、重要事項を整理したり、ドリルによって理解の定着を図れるようにしたりし、ポイン

トを確実に押さえられるようにした(p.42-43、75、94-95、101 など)。 

・解法の習得が必要な箇所では、例題とその類題の問を設けることによって、解法を確実に身につけられ

るようにした。 

③物質の身近な利用例を数多く取り上げ、｢化学｣を身近に感じられるように配慮した。 

・随所に物質の利用例の写真を取り上げ、さまざまなところで｢化学｣が役立っていることを実感できるよ

うに配慮した(p.25、29、32、57、66-67、72、151 など)。 

・序章では、イラストや写真を用いて日常生活と化学のかかわりを示し、化学の学習が日常生活と密接に

かかわっていることを意識しながら、化学基礎の学習を進められるようにした(p.10-13)。 

・各見開きには、「Tips」で化学に関わるこぼれ話を示したり、テーマタイトル脇に内容に関連した写真

を設けたりすることで、学習内容をより身近に感じられるようにした。 

④各テーマを見開き 2 ページで展開し、学習の進めやすさ、指導計画の立てやすさの便を図った。また、各

見開きの冒頭には、学習テーマに関する問いかけや指針を示し、学習に取り組みやすくした。さらに、見

開きの末尾には、「CHECK」を設け、学習事項を振り返ることができるようにした。 

⑤理解を助ける要素を随所に盛り込み、生徒の学習しやすさへ配慮した。 

・生徒がつまずきやすい学習内容には、「注意」を添え、誤りの例、考え方のポイントなどを示した。 

・複雑な内容や考え方が定着しにくい事項については特集を設け、基礎・基本の定着が図れるようにした。 

・抽象的な概念など、生徒がイメージしにくい内容には、適宜、図解やイラストを添えることでイメージ

しやすいように工夫した。 

⑥学習活動を促す「TRY」を適宜設け、生徒の主体的・対話的で深い学びを実践しやすくした。 

⑦各節の冒頭にトビラを設け、節の概要をつかみ、見通しをもって学習に取り組めるようにした。 

・各節トビラの左下には、「この節のポイント」を設け、節のねらい及び、学習の流れをつかめるように

した(p.18-19、82-83 など)。 

・各テーマに関連した写真と写真に関連した問いかけを掲載し、節の導入を対話的に始めることができる

ようにした。 

・各節トビラの右下には、節の学習のきっかけとなるアイデアを示し、節の学習をスムーズに始められる

ようにした。 

⑧実験や探究を通じて、化学的に探究する能力と態度を育成できるようにした。 

・｢実験｣を数多く取り上げ、観察、実験を通じて、化学的な探究心を養うことができるようにした。 

・序章では、探究の一連の過程を具体的な事例とともに示すことで、探究の流れをつかむことができるよ

うにした。また、巻末には、探究活動のための基本操作や実験器具の取り扱いなどを示し、探究のため

の基礎的な能力を養い、無理なく取り組めるように配慮した。 

・実験は、学習した事項を活用する実験や、実験を通して新たに原理・原則を見いだすものなど、さまざ

まな形式を扱い、実験を行うことで、主体的に科学的な見方や考え方を習得できるようにした。 



⑨実験操作や化学変化を動画、化学の理論や現象を解説アニメーション、分子モデルなどを 3D モデルとリ

ンクさせることによって、学習意欲の向上を図れるようにした。 

・実験操作や化学変化には、適宜「MOVIE」のマークを付し、関連する動画を視聴できるようにした(p.21、

22、23 など)。 

・化学の理論や現象の理解の一助となるものとして、適宜「解説」のマークを付し、関連するアニメーシ

ョンを視聴できるようにした(p.23、33 など)。 

・分子などの形がよりわかりやすくなるように、「MODEL」のマークを付し、3D モデルを見られるように

した(p.61、68 など)。 

・動画の視聴は、コンピュータのみならず、教育機会の均等性を確保する観点から、より広く普及したス

マートフォンからも可能となるよう配慮した。 

⑩ユニバーサルデザインフォントを採用したり、ルビをゴシック体にしたりするなど、読みやすさの向上に

努めた。また、レイアウトや配色にも留意した。 

⑪｢発展的な学習内容｣を「化学基礎」の学習内容との関連に留意して盛り込み、生徒の学習段階に応じて、

取り組めるようにした。特に「発展的」と考えられるものは、項目を立てて盛り込んだ。 

 

２．対照表 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 
配当 
時数 

序章 化学と人間生活 (1) (ｱ) ○ア 化学の特徴 
p.8‐17 

p.178-183 
3 

第１章・第１節 

物質とその構成要素  

(1) (ｱ) ○イ 物質の分離・精製 

(1) (ｱ) ○ウ 単体と化合物 

(1) (ｱ) ○エ 熱運動と物質の三態 

(2) (ｱ) ○ア 原子の構造 

(2) (ｱ) ○イ 電子配置と周期表 

p.20‐25 

p.26‐29 

p.30‐33 

p.34‐37 

p.38‐43 

12 

第１章・第２節 

化学結合  

(2) (ｲ) ○ア イオンとイオン結合 

(2) (ｲ) ○イ 分子と共有結合 

(2) (ｲ) ○ウ 金属と金属結合 

p.50‐57 

p.58‐69 

p.70‐75 

13 

第２章・第１節 

物質量と化学反応式 

(3) (ｱ) ○ア 物質量 

(3) (ｱ) ○イ 化学反応式 

p.84‐97 

p.98‐109 
13 

第２章・第２節 

酸と塩基の反応 
(3) (ｲ) ○ア 酸・塩基と中和 p.116‐135 10 

第２章・第３節 

酸化還元反応 
(3) (ｲ) ○イ 酸化と還元 p.142‐163 9 

終章 化学が拓く世界 (3) (ｳ) ○ア 化学が拓く世界 p.168‐177 5 

    計 65 

※年間授業時数を 65時間として配当している。 

  



編  修  趣  意  書  

（発展的な学習内容の記述） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０６－６７ 高等学校 理科 化学基礎  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

183第一 化基 183-902 高等学校 改訂 新化学基礎 

 

ページ 記述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 

ページ

数 

30 絶対温度 1 
(1)化学と人間生活 

(ｱ) ○エ 熱運動と物質の三態 
0.25 

32 状態変化の利用 1 
(1)化学と人間生活 

(ｱ) ○エ 熱運動と物質の三態 
0.5 

33 状態変化と熱 1 
(1)化学と人間生活 

(ｱ) ○エ 熱運動と物質の三態 
0.25 

65 

氷の密度はなぜ

水よりも小さい

のだろうか 

1 

(2)物質の構成 (ｲ)物質と化学結合 ○イ分子と共有結合 

「分子の極性や配位結合にも触れるとともに、共有結合の

結晶及びプラスチックなどの高分子化合物の構造にも触れ

ること。」 

1 

73 金属結晶の構造 １ 
 

(2)物質の構成 (ｲ)物質と化学結合 ○ウ金属と金属結合 0.5 

121 水のイオン積 1 

(3)物質の変化とその利用 (ｲ)化学反応 ○ア酸・塩基と中

和 

「酸や塩基の強弱と電離度の大小との関係も扱うこと。「酸

と塩基」については、水素イオン濃度と pH との関係にも触

れること。」 

0.25 

126 

CH3COONa 水溶液

はなぜ塩基性を

示すのか 

1 

(3)物質の変化とその利用 (ｲ)化学反応 ○ア酸・塩基と中

和 

「「中和反応」については、生成する塩の性質にも触れるこ

と。」 

0.5 

160-161 実用電池 1 

(3)物質の変化とその利用 (ｲ)化学反応 ○イ酸化と還元 

「代表的な酸化剤、還元剤を扱うこと。また、金属のイオ

ン化傾向やダニエル電池の反応にも触れること。」 

2 

162-163 電気分解 1 

(3)物質の変化とその利用 (ｲ)化学反応 ○イ酸化と還元 

「代表的な酸化剤、還元剤を扱うこと。また、金属のイオ

ン化傾向やダニエル電池の反応にも触れること。」 

2 

合計 7.25 

（「類型」欄の分類について） 

1…学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当

該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

2…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容 


